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内 容 梗 概
国鉄名古屋総括局に設置されたRX-38形クロスバ電話交換装掛･ま,最終容量として,ライン端子3600,ロ

ーカルトランク端子1200,トールトランク端子は2線換算で人側1440,出側1120を有し,国鉄のクロス/唱
話局としては最大規模を誇るもので,種々の新しい技術が取り入れられている｡本装置は,名古屋局内の自局

内接続･地区内2線タソデム交換のほかすでに自動化されている東京,大阪総括局をはじめ,名古屋地域の統

制局との間で4線タンデム交換を行ない･中部地域の鉄道通后網の強化に貢献することが期待される｡

本文でほ,RX-38形電話交換装置の構成･動作概要,中継線計軌番号計画などについて説明し,さらに本

装掛こおいて新しく開発さj咄,フレーム構成およびチャンネル選択などにおける新技術について述べる｡

1･緒 口

今回･国鉄電話回線網のトルダイヤル化計画の一環として,名

古屋総括局にRX-38形クロスノ唱話交換装置が設置されることに

なり日立製作所が製作納入した｡本装掛ま,2段接続のトールステ

ージと,4段接続のローカルステージとを,インタマーカ形式によ

つて結合したもので,接続時間の短縮,機器の経済化など,共通制

御方式の特長を十分発揮するよう設計されている｡とくに,ローカ

ルフレ‾ムのフレーム構成は,従来の4段接続フレーム構成に種々

の検討を加え,新しいフレーム構成を採用した結果,呼量的ならび

にスペース的に著しく改善され,将来の回線容量の増大に対して

も,経済性を失なうことなく増設ができるように考慮されている｡

また,トールステージは,さきに札幌総括局として開発された2線

4線混合方式を採用することにより,大規模な4線仁一P継局のみなら

ず小規模の4線中継局にも経済卸こ適用することができるようにな

つている0さらに将来の選択信号の多周波信号化に備え,多周波信

号受信装置および発信装置を付加するだけで,簡単に切り替えがで

きるように考慮されている｡弟一国に本装筐の機械室の一部を示

す｡

2･中継方式および番号計画

2･1中継方式およびう回

名古屋総括局における中継練糸統を弟2図に,中継方

式を弟3図に示す｡本装置のトールステージほ,4線式

中継線と,2線式インタマーカトランクを混在して収容

する,2線4線混合方式であり,4線中継線の発着信,

および無損失タンデム中継交換を行なう｡また,ローカ

ルステージは加入者の発着信,2線中継線の発着信,お

よぴ2線タソデム中継接続を行なうほか,一般中継台,

列車中継台,案内台が収容され,中継線,磁石連接回

線,列車無線回線,加入者の間の相互接続を行なう｡弟

4図に本装置の中継台を示す｡

中継線の選択にあたっては,国鉄の番号計画に基づ

*
日本国有鉄道公社

**
日立製作所戸塚工場

鱒

き,利用し得る直通ルートおよびう凹′レートのすべてを,擾先順位

に従って選択し接続を行なう｡国鉄における中継線の種別には,2

第1図 機械室の一部(ローカルマーカ架)
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日本国右鉄道名古屋局納RX-38形クロスバ自動電話交換装置
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称 11 記

応答ひもリンク

中 継 台

両方向トランク

コードトランク

入ト ラ ン ク

案 内 台

案内台呼出トランク

自局内トラソク

入レジスタセソダ

入レジスタセソダリソク

入レジスタセソダリソクコソトローラ

ラインリンクフレーム

ラインリンクフレームコネクタ

ローカルマーカ

ラインマーカコネクタ

線路試験架

線路試験トランク

主 配 線 盤王

政者呼[Hトランク

ナノバグル〉ブ

ナンバグループコネクタ

監 査 台

監査リ ンク

監査レジスタ

監査台呼出トラソク

第3図 名

耳l 名 称

OFT

O/G

ORS

PLT

POS

PRS

PSW

PTC

RSMC

RVT

SL

SSW

TBC

TDF

TICT

TLF

TLFC

TLR

TLRC

TM

TOGTA

TOGTB

TRNCT

TRN POS

TTLFC

割込ト ラ ンク

出ト ラ ンク

発信レジスタセソダ

連接線トランク

座 席 回 路

座肺レジスタセソダ

ー次スイ ッチ

連接線トランクコネクタ

レジスタセソダマーカ

2共同相互トラソク

セソダリ ソク

ニ次スイ ッチ

コネクタ

トラソクブロックコネクタ

トラソク配線盤

トール入トランク

トランクリソクフレーム

トランクリンクフレームコネクタ

トラソスレータ

トランスレータコネクタ

トール■マー カ

トール出トラソクA

トール出トランクB

列車コードトランク

列車台座席回路

トールトラソクリソクフレームコネクタ

局括総屋

-
†
ト
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無 ひ も 中 継 台

中 継 方 式 図

0/Gは直通束と呼ばれ,

中継線の両端末の,統制

局またほ総括局の,地区

内相互に発着する呼だけ

を運び,これ以外には

B/Wが使われる｡特に,

統制局以上の局を経由し

て,他の総括局,または

統制局に行く場合は,無

仰 損失中継交換の原則によ
列車電話網台二･

蔓話公社
り,すべて4線中継線が

皇へ 使用される(1)｡国鉄にお

けるう回の原則について

ほ,すでに,札幌局納

RX-8形クロスバ市外電

話交換装置(2〉に述べられ

ているので,ここでは名

古屋総括局に関する中継

線計画,およびう回のし

かたを弟1表および第2

表に示す｡

3.主要接続動作

概要

3.1発信音接続

発呼加入者が受話器を

あげて発信レジスタセソ

ダ(ORS)に接続され,

発信音を聞くまでの接続

である｡発呼加入者が受

話器をあげると,各加入

者対応のライソリレーが

動作して,ライソマーカ

コネクタ(LMC)を通し

ローカルマーカ(LM)を

起動する｡LMは起動さ

れるとORSを選択する

とともにラインリンクフレームコネクタ(LLFC)を通して発呼加入

者の位置表示を受ける｡LMはLLFCおよぴトランクリソクフレー

ムコネクタ(TLFC)を通してチャソネル選択を行なったのち,クロ

スバスイッチを動作させて発呼加入者とORSを接続する｡この接

続途中においてLMは通話線の混線,地気,連続性試験および二重

接続試験を行なう｡また,LMは発呼加入者位置表示を,次の接続

のためにORSに蓄積させる｡接続が完了するとLMおよび制御接

続回路は復旧し,次の呼に備える｡

3.2 自 局内接i院

ORSにダイヤルが4数字蓄積されると,ORSはLMを起動し,

LMに被呼加入者番号と,発呼加入者収容位置を送る｡LMはナン

バグループコネクタ(NGC)を通してナソバグループ(NG)を起動

し,被呼加入者番号を送れば,被呼加入者のライソリソクフレーム

(LLF)上の位置表示としてLMに送り返される｡LMは自局内トラ

ンク(IOT)を選択してまず被呼加入者とIOTの被呼側次いで発呼

加入者とIOTの発呼側の接続を行なう｡接続が終了するととM,お

`† 39-



第45巻 第5号

よびORS各種コネクタほ復旧し,IOTより呼出信号が送出される｡

3･3 ローカルステージ出中継接続

ORSに所定の数字が蓄積されると,ORSほLMを起動する｡LM

はORSからの表示によりトランスレータ(TLR)を起動し,受信数

字を転送し,TLRから選択すべき出方路,受信数字数と送出数字

数を受け取り,TLRを開放する｡LMはTLRよりの情報により,山

トランクを描捉し発呼加入者との接続を行なうとともに,TRKと

ORSの問をセンダリソク(SL)で結び,インパルス送受の側路を作

る｡SLの完結により,発呼加入者とORSとの間の接続路は開放さ

第1表 名古屋総括局中継線一覧表
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0
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V

W

W

W

W

2
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4

3

3

3

2

2

4

AT-2

2

4

4

5

3

4
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(1)信号方式のうち,RDはリソグダウン,ODは搬送ダイヤル,LD

は直流ダイヤル,CXDはCXダイヤル,(RD)は相手局が手動局

であることを示す｡

(2)中継線数のうち(4W)は4線巾灘線であることを示す｡

第2表 名 古屋総括局

れる｡ORSはLMより転送された情報によりインパルスを全数字

送出したことを確認し復旧する｡なおリングダウン回線などインパ

ルス送出を行なわない場合はSLを使用しない｡

3･4 ローカルステージ入中継接続

人トランクに着信があると,ただちに入レジスタセソダリソク

(IRSL)を通して入レジスタセソダ(IRS)が捕捉される｡IRSほロ

ーカルステージヘの着信であることを識別するとLMを起動し被呼

加入者番号を送る｡接続動作は3.2項の被呼加入者側の接続とほと

んど同じであるが,この場合にはTRKのトランクリンクフレーム

(TLF)上の収容位置の検出カミ,IRS,IRSLを通して行なわれる｡

3･5 トールステージ出中継接続

LMでは3･3と全く同様の接続を行なうが,このときのトラソク

はトール入トランク(TICT)が用いられる｡LMほ復旧の際にORS

にただちにトールマーカ(TM)を起動するよう指示する｡ORSは

LMの復旧を確認してTMを起動する｡TMはORSより数字を受

信すると,TLRを起動して出方路番号に翻訳し,出トランクを選

択してTICTに接続する｡加入者ダイヤルほLLトTLILTICT-SL

-ORSの径路で受信され中継線には,ORS-SL-TICT-PSW-SSW-

OGTの径路でインパルスが送出される｡

3･d トールステージ人中継接続

トールステージに着信すると,ただちにIRSを起動し,IRSにイ

ンパルスが蓄積される｡IRSはトールステージへの着信という表示

を受信しており,所定のインパルスを受信するとTMを起動する｡

TMは加入者着信表示によりトール出トランクB(TOGTB)に接続

し,IRSにLMを起動するよう指示する｡IRSほTMの復旧を確

認の後全数字受信してLMを起動し,LMに被呼老番号を送る｡

TOGTBと被呼加入者の接続は3.4項と全く同じである｡

3.7 タンデム接続

タンデム接続にはローカルステージ内,ローカルステージ→トー

ルステージ,トールステージ→ローカルステージおよぴトールステ

ージ内の四種類がある｡タンデム接続動作は,LLFに収容されてい

るローカルステージ入トランクおよびTOGTAの接続動作が異なる

のみで,そのほかは前述の各種組み合わせと考えてよい｡すなわ

ち,LLFに収容されているICTおよびTOGTAの収容位置ほ加入

う 回 接続
一

覧 表

名古屋地区
061ⅩⅩⅩⅩ

名古屋
地 区

岐阜(工)

静 岡

豊 橋

金 沢

大 阪

注:

/
A

D

D

A

D

A

D

東 京

岐 阜
062Ⅹ

D

/
D

名 古 屋

名 古 屋

A

大

東

静 岡
063Ⅹ

D

東 京
を+医二塞__京

A

名 古一畳

里三塁二里_早戸

∠≠J

A I A

A r‾‾‾‾‾｢-
D

豊 橋
0640

D

A

名 古 屋

〔D〕

/
名 古 屋

金 沢
065ⅩⅩⅩⅩ

D

A

D

名 古 屋

A

/

敦 賀
0660

名 古 屋

D

長 野
067ⅩⅩⅩⅩ

名 古 屋

松 本
0680

亀 山
0750

東 京
(含東京以北)

大 阪
(含大阪以西)

D

大 阪
D

大 阪
D

東 京

A

名 古 屋 名 古 昆
名 古 屋
名古屋一大

名 古 屋

名 古 屋 名 古 屋

A

名 古 屋
名古屋一大

名 古 屋

A

D

畠

名 古 屋

A

名 古 屋

D

A

名 古 星

/
A

A

/
D

名 古 屋

D

/

A

A

名 古 屋
名古屋一大 阪

A

京

名 古 屋
名古屋一東 京

A

A

名 古 屋
大 阪一名古屋l大 阪一名古屋

東名京至名誉屋∃東名京王名誉星

D

A A

大 阪

名古屋一大 阪/l名書産

名言屋J/欄内の文字中,Dほ直通中継緑･[D〕は発信局中継台扱い,Aは名古屋中継台扱いを示し,その他は中継局名を示す｡

本衷は名古屋に関係するう回のみについて示す0空矧王名古屋を中継して接続される場合がないことを示す｡

国鉄のう回規準によれば原理的iこほ吋能であるが,中細線その他の関係で現在行なわれていないものは除外した｡

東京･大阪間ほ本表以外に･広島,門司中継のう回も行なわれるがここでほ省略してある｡
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第5図 ローカルフレーム構成

者番号の形で受けているため,LMほ必ずNGにより翻訳して接続

を行なう｡インパルス送出ほSLあるいほIRSLを適して行なわれ

る｡

4.本電話交換装置の特長および新技術

4.】フレーム構成

本電話交換装置のローカルフレーム構成を,第5図に示す〔本フ

レーム構成においては,一部に3線式クロスバスイッチを佐川し

た,従来のフレーム構成に検討を加え,経済化とスペースの節約を

はかるために,ライソスイッチ,トランクスイッチおよびジャンク

タスイッチのすべてに,6線式クロスバスイッチを採用した｡

フレーム数は,最大10フレームまで拡大が可能であるが,とく

にライン端子数1,000～3,600の範囲において,経済的となるように

考慮されている｡

また,本装置のトールフレーム構成ほ,舞る図に示すとおりであ

る｡フレーム数は,フレーム間複式により最大10フレームまで考

慮されており,出側端子ほ,二次スイッチの増設により1120端子

まで拡大が可能である｡トランクの収容にあたっては,リングブロ

ック率を考慮して,ルートによってほ,1トランクあたり投数個の

出側端子を複式にして,収容する方法が採られている｡

4.2 チャンネル選訳方式

弟5図に示すような,4段接続フレーム構成においてほ,一般に

出線と入線をあらかじめ決定し,この間を接続叫能なラインリン

ク,ジャソクタ,トランクリンクの組み合わせで,接続経路(チャ

ンネル)が決定される｡チャンネル選択にあたって,従来,わが国で

最も一般的に行なわれている方法ほ,二次格子(LJS)または三次格

子(TJS)の垂直絡またほ水平路(レベル)*に,トランクリンクフレ

ーム(TLF)番号,またほラインリンクフレーム(LLF)番号を対応

させ,TLF番号またほLLF番号に応じて,あるレベルのジャンク

タを,全LJSまたはTJSにわたって,マーカに引き込んで空試除

を行ない,同時にラインリンク,トランクリンクの空試験をマナなっ

て,これらの間でマッチングを取ることにより,チャンネル在′決定

する方法である｡この力法によると,ジャンクタの分配にあたっ

て,あるレベルのジャンクタを,すべてのLJSまたはTJSにわた

って,同一番号のTLFおよびLLF間に接続しなければならないと

いう制限が生じ 自由なジャンクタ分配が不可能であった｡

本装置におけるチャンネル選択方式ほ,このような欠点を除き,

ジャンクタ分配上の制限を全くなくしたものである｡舞7図に本方

式の概略図を示す｡本方式においてほLLFおよぴTLFが決まる

と,ラインリンクおよびトラソクリソクの空試験を行なうと同時

に,ジャンクタ格子ごとに利用し得るジャンクタ群話中試験を行な

い,チャンネル整合回路において少なくとも1木の空ジャンクタを

ジャンクタ格子内の垂直路あるいは水三郎各に対応したジャソ

クタ収容位置をレベルと称する｡
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第7図 チャ ンネル選択方式

持つジャンクタ群と,空リンクとの整合を取ってジャンクタ群が決

定される｡次いで,決定されたジャンクタ群に属するジャンクタの

うち,該当するLLFとTLFに接続されているものについて空試験

を行ない,この中からただ一本のジャンクタが決定される｡ジャン

クタ群話中試験およびジャンクタ空試験における,ジャンクタレベ

ルとLLF番号およびジャンクタ群番号との対応ほ,ジャンクタご

とに各TLFにおけるジャンパによって全くff:意に取ることができ

る:､したが/,て,ジャンクタレベル*を令ジャンクタ格--fにわたっ

て卜+-･のLIノFおよぴTLFに対応させるという制限ほなくなり,ま

ったく自由なジャソクタ分配が吋能となる｡
4.3 ジャンクタ分配法

舞5図に示すフレーム構成において,フレーム数が変化した場

合,従来わが国で最も一般的に行なわれているジャンクタ分配方式

によれば,前項で述べたマーカにおけるチャンネル選択上の制限に

より,あるフレーム数の場合に,LLFとTLF間のジャンクタ数に

不均衡が生じる欠点があった｡

一例として6フレームの場合について,従来の方式によるジャン

クタの分配例を示したのが弟8図である｡図は,1LLF,1チャン

ネルあたり20本のジャンクタを,各TLFへ3本ずつ均等に分配し

た残りの2本についての分配パターン例を示す｡従来,マーカのチ
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第8図 従来のジャ

ンクタ分配例(6

フレームの場合)
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第9図 RX-38形におけるジャンクタ分配例

(6フレームの場合)

ヤソネル選択上の制限により,全ジャンクタ格子にわたって,これ

と同一のパターンで分配しなければならなかった｡したがって,た

とえばLLF OからTLF Oおよび1にほ,20本のジャンクタがあ

るが,TLF2～5へは,15本しかないという不均衡が生じた｡

呼量の面から考えると,着信の場合などでリサイクルが行なわれ

ないとき,全フレームにわたって,リングブロック率を一定におさ

えようとすれば,フレーム当たりで運び得る呼量ほ,ジャンクタ数

の少ないフレーム間の呼量で制限される｡

一般に,4段接続フレームにおける呼量とリングブロック率との

関係ほ,ベルヌーイの式により(1)式で表わされる｡

据=(諾〕㌧卜(÷)`‡〔(君)メ

＋卜(÷)ノ‡(÷)′〕‥‥
ここで E乙

A

〝J

乃ノ

乃

▼
`
.
一
ノ
.
r

リンクブロック率

フレーム当たりの呼量(erl)

フレーム当たりラインリンク数

フレーム当たりジャンクタ数

フレーム当たりトランクリンク数

ラインリンク多重数

ジャンクタ多重数

トランクリンク多重数

(1)

♪:ジャンクタスイッチ格子数

弟5図に示すフレーム構成においてほ,〃′=100,〝′=100,J=2,

f=4,♪=5となる｡

また,6フレームの場合,弟8図に示すジャンクタ分配を行なう

と,ジャンクタ数の少ないフレーム間について,〃∫=90,♪=3とな

り,リンクブロック率1/100としたとき,(1)式よりA=48.9(erl)

=1760(HCS)となる｡

一九 本装置に採用したジャンクタ分配法は,6フレームの場

合,たとえば第9図に示すような5種煩の分配′くターンを作り,各

チャンネルごとに,異なったパターンを適用することによって,フ

レーム間のジャンクタ数の不均衡をなくするものである｡従来もア

メリカNo.5のクロスバでは,ジャソクタ格子によってジャンクタ

(
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β:弟J固のフレーム構成において

従来のジャンクタ分配法による呼量

C:策∫固のフレーム構成において
新ジャンクタ分配を行なつた場合の呼l
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フレーム数

第10図 フレーム数の変化に対する

呼量の変化

の分配を変えてフレーム間のジャンクタ数の均等化をはかっている

が,フレーム数によって分配の仕方は固定され,分阻_との制限が大

きく,開局後しばしばフレームの増設が行なわれるような場合にほ

適当でない｡木方式ほ,前項で述べた新しいチャンネル選択方式の

採用により,いかなるフレーム数の場合にも自由に,数種類の分配

パターンを取ることができ,フレーム数の変化に対しても融通性が

大きい｡.

第9図ほいずれも,1ⅠエF,1ジャンクタ格子あたり20本のジャ

ソクタを各TLFへ3本ずつ均等に分配した残りの2本についての

分配パターンを示すものである｡これによれば,LLF当たり100本

のジャンクタは4TLFへ17本ずつ,2TLFへは16本ずつ分配さ

れ,従来の方法に比べて,同一リソクブロック率において運び得る

呼量が増大する｡

この場合,フレーム当たりのジャンクタ数は16(本)×6(フレー

ム)=96(本)となF),ジャンクタ能率一定とすると,ジャンクタ多

毛数ほ近似的に16(本)-÷5(ジャンクタ格子数)=3.2(垂)と考えら

れる｡これを(1)式に代入すれば,リンクブロック率1/100におい

て,フレーム当たりの呼量ほ,50.8(erl)=1,830(HCS)となり,従

来の方式に比べて,フレーム当たりで運び得る呼量が増加する｡.

以上は,一例として6フレームの場合について述べたが,本方式

ほ,従来の方法によって均等なジャンクタ分配ができないような,

いかなるフレーム数についても適用することができる｡

弟10図は,フレーム数が変化した場合のフレーム当たり運び得

る呼量の変化を,従来の方式と新しい方式とについて比較したもの

である｡ここに示す従来の方式の呼量ほ前にも述べたとおり,リサ

イクルを考えない場合あるいほ着信の場合のリンクブロック率を,

全フレーム間にわたって1/100におさえた場合の呼量である｡これ

によると新方式のジャンクタ分配法では,従来の方式のように,あ

るフレーム数の場合に特定フレーム間で運び得る呼量が,特に減少

するということほなくなり,最悪条件のフレーム間での呼量が6フ

レームの場合にほ100HCS,7フレームの場合にほ450HCS増加

し,呼量的に著しく改善されていることがわかる｡

ム4 トランスレークにおけるう回機能

本交換装置ではTLRで各ルートごとのトランクの窄テストを行

ない,あるルートのトランクが全話中の場合にほ空トランクのある
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う回ルートを選択する｡空テストほ直通ルート(0/G),直通ルート

(B/W),第一う担レレート(B/W)および第二う回ルート(B/W)に

ついて行ない,上記の悔先順位で窄tlランクのあるルートを決定す

る｡TLRほルート番号をマーカに転送し,これを受信したマーカ

が空トランクを選択Lて接続を行なう｡また,う回ルートのトラン

クまで仝話中の場合にはてスタビジー情報(MSB)をマーカに転送

する｡このようにTLRにう同機能をもたせトールステージ,ロー

カルステージを含めてルートを識別せしめることにより,マーカほ

空トランクをもつルートのトランクを選択するだけでよく,マーカ

の機能が簡E斡ですむとともにローカルステージ,トールステージ間

の無効呼が減る(たとえば,TLRがLMより起動されローカル

OGT,BWTともに今話･いの場合,TLRではトールBWTのう回

ルートを選択し,LMにトール‖川一継であることを示すTDR情報

な転送して復l口するn LMはTDR情報によりTICTを選択し接続

を行なう〔う回ルートも仝話中の場伽こはTIJRよりLMに対し

MSB情報が転送さjt,トールステージの接続を行なわずLM,ORS

ともに復旧し発呼加入者に話中音が送出される｡

4.5 そ の ほ か

(1)本交換装置ではMF受信検をIRSごとにおかず,IRSよ

りコネクタにより捕捉する形式とした｡したがってMF受信機の

数が少なくてすみ経済的である｡

(2)トール,ローカルともリンクのホールドマグネットに200

＋2,950･nの2巻線ホールドマグネットを使用L,200王1で動作し

200＋2,950出で保持するため動作時間が短く,消費電流が少な

い｡

(3)入レジスタセソダリソク(lRSL)を2線およぴ4線トラン

クに共通とすることにより,4線トランクの場合にはクロスバス

イッチを並列に接続するだけでよい形式とし,回路を簡略化する

とともに回路に融通性をヰ)たせた〔

5.各種付帯装置

本交換装置には加入者サービスのr昌】上をはじめ,運用,保守に便

利なように各種付帯装跨が併設さjLてい考｡これらの写真を弟11

図に示し,以下概要について述べる∩

5.1線路試験架

線路試験架では加入者および中継線について,断線,混線,地気

試験および線路抵抗,絶縁抵抗,線路抵抗測定などを行なう｡また

本架でほ加入者ダイヤルの試験,加入者への割込接続,ハウラ音送

出および連接線加入者への発着信試験などの棟能を有している｡

5.2 集中試験架

集中試験架では電けん操作により各種接続試験を行なうことがで

きる｡試験接続は必要に応じて,各種装置,リンクを指定して任意

をこ行なうことができる(また,本架でほ電けん操作により,指定し

た装置を監視しながら遠隔操作で試験接続を行なうことができる｡

上述の線路試験発とともに障害記録機の読みと照合して試験を行な

うことにより非常に能率のよい齢､一切ミ可能である∩なお,本架にほ

各種共通制御回路の状態監視用ランプおよぴメークビジー電けんを

備えている｡

5.3 集中監視警報架

集中監視警報架は各種電源,各種信号の監視を行ない異常のある

場合には警報を発するとともに障害となった電源またほ信号の種類

および原困をランプ表示する｡また本来でほ各種装置の障害をラソ

プ表示すると同時に機械宅,試験室および控窒に障害発生場所およ

び障害の重要度に応じて,ランプおよぴベル警報を発する機能を有

している｡したがって保守老ほ障害の発生を知ると同時に障害発生

場所に直行し迅速な処置を行なうことができる｡

第11図 式験宅の【一部(左より線路試験架,

集中監視警報架A,B,集中試験架)

5.4 トラヒック観測架

トラヒック観測架では,各種レジスタセソダおよび各種トラソク

の呼量測定および各種装臣の呼数測定を行なう∩本装置でほレジス

タセソダおよびトランクの呼量をパッチすることにより任意の組み

合わせで測定でき,各種装置の呼数を任意に測定できる｡この測定

結果に基づいて,トラヒックが平均化するようジャンパ変更を行な

い,また加入者線路,各種装置,中継線などの増減を適確に行な

い,加入者サービスの向上,交換検使用能率の高度化をほかること

ができる｡

る.電気的性能

本交接榛の電気的性能を次に示す｡

(i)使 用 電 源

標準直流電源

直流ブースタ電源

線 路 条 件

線 路 択 抗

漏えい抵抗

伝 送 諸 量

通話減衰量

漏話減衰量

インピーダンス不平衡量

7.結

ー48V±5V

51V±3V

最大1,200n

最低 20k∫1

1dB以下(1,000c/s)

70dB以上(1,000c/s)

-30dB以下

言

以上日本国有鉄道名古屋局納 RX-38形クロスバ自動電話交換装

置の概要について述べたが,本装置は,国鉄として最大規模を誇る

ものであり,開局後の運用成績について関係方面の注目を集めてい

る現状であるが,昭和37年7月開局以来好調に運転を続けている｡

今後本交換機に採り入れられた新回路方式についてさらに検討を加

えていく所存である｡

終わりにのぞみ,設計および_L事に絶大なご援助をいただいた日

本国有鉄道関係各位ならびに日立製作所関係各位に深く感謝の意を

表する次第である｡

(1)

(2)
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